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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体光束を瞳分割して受光し、一対の被写体像の位相差を検出して合焦状態となる焦
点調節レンズ位置をパッシブ合焦レンズ位置とするパッシブ焦点検出手段と、
　撮影光学系によって形成された被写体像のコントラストがピークとなる焦点調節レンズ
位置をレンズ駆動手段を介して前記焦点調節レンズを移動させながら検出してコントラス
ト合焦レンズ位置とするコントラスト焦点検出手段と、
　前記いずれかの焦点検出手段が検出した合焦レンズ位置に前記焦点調節レンズをレンズ
駆動手段を介して移動させる制御手段とを備え、
　該制御手段はさらに、前記パッシブ焦点検出手段が検出したパッシブ合焦レンズ位置の
信頼性に応じて、前記コントラスト焦点検出手段を作動させてコントラストを検出する前
記焦点調節レンズ移動範囲を変更すること、及び
　前記信頼性は、前記パッシブ焦点検出手段が検出した一対の被写体像の相関関数の極小
値であって、前記制御手段は、前記極小値が所定値よりも小さい場合は、前記パッシブ合
焦レンズ位置から第１の量離れた位置に前記焦点調節レンズを移動させ、前記極小値が前
記所定値よりも大きい場合は、前記パッシブ合焦レンズ位置から前記第１の量よりも絶対
値が小さい第２の量離れた位置に前記焦点調節レンズを移動させて、前記位置から前記パ
ッシブ合焦レンズ位置方向に前記焦点調節レンズを移動させながらコントラストを検出す
ること、を特徴とするカメラの自動焦点調節装置。
【請求項２】
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　被写体光束を瞳分割して受光し、一対の被写体像の位相差を検出して合焦状態となる焦
点調節レンズ位置をパッシブ合焦レンズ位置とするパッシブ焦点検出手段と、
　撮影光学系によって形成された被写体像のコントラストがピークとなる焦点調節レンズ
位置をレンズ駆動手段を介して前記焦点調節レンズを移動させながら検出してコントラス
ト合焦レンズ位置とするコントラスト焦点検出手段と、
　前記いずれかの焦点検出手段が検出した合焦レンズ位置に前記焦点調節レンズをレンズ
駆動手段を介して移動させる制御手段とを備え、
　該制御手段はさらに、前記パッシブ焦点検出手段が検出したパッシブ合焦レンズ位置の
信頼性に応じて、前記コントラスト焦点検出手段を作動させてコントラストを検出する前
記焦点調節レンズ移動範囲を変更すること、及び
　前記信頼性は、前記パッシブ焦点検出手段が検出した一対の被写体像の相関関数の極小
値を挟む傾きであって、前記制御手段は、前記傾きが所定値よりも大きい場合は前記パッ
シブ合焦レンズ位置から第１の量離れた位置に前記焦点調節レンズを移動させ、前記傾き
が前記所定値よりも小さい場合は前記パッシブ合焦レンズ位置から前記第１の量よりも絶
対値が小さい第２の量離れた位置に前記焦点調節レンズを移動させて、前記位置から前記
パッシブ合焦レンズ位置方向に前記焦点調節レンズを移動させながらコントラストを検出
すること、を特徴とするカメラの自動焦点調節装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載のカメラの自動焦点調節装置において、前記第１の量および第２
の量は、前記焦点調節レンズを移動させる位置が前記パッシブ合焦レンズ位置よりも無限
遠側になる値であるカメラの自動焦点調節装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の技術分野】
本発明は、パッシブ位相差方式およびコントラスト方式で焦点調節できるカメラの自動焦
点調節装置に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
従来、電子カメラの自動焦点調節装置における焦点検出方法として、アクティブ三角測距
方式とパッシブ方式が知られている。さらにパッシブ方式として、位相差方式、コントラ
スト方式が知られている。
アクティブ三角測距方式は、例えば赤外線を被写体に対して照射し、その反射光線をＰＳ
Ｄ等の位置検出素子で受光して受光位置を検出することにより、三角測量の原理で測距を
行うものである。この方式は、測距時間が短く、被写体の距離が直接求まるので焦点調節
レンズを合焦位置まで一気に繰り出すことが可能なため、焦点調節処理時間が短くて済む
。しかしアクティブ三角測距方式は測距精度が低く、また、赤外線の照射面積が小さく、
照射方向が決まっているので焦点検出エリアが限定され、しかもいわゆる中抜けを生じや
すい。
【０００３】
撮影光学系を透過した被写体像を利用する位相差方式は、撮影光学系を通り、所定の焦点
検出エリア内に被写体像を形成した被写体光束をいわゆる瞳分割方式により二分割して一
対の被写体像をラインセンサ上に投影し、投影された一対の被写体像の位相差を検出して
デフォーカス量を求める。そうして、デフォーカス量の絶対値が最小になるように焦点調
節レンズを移動させる。この位相差方式は、焦点検出可能な被写体距離範囲が広い。しか
し、焦点検出可能な焦点検出エリアが狭く、限定され、予め設定された焦点検出エリア内
に対してしか焦点検出ができない。
【０００４】
電子カメラにおいて撮像したビデオ信号を利用するコントラスト方式は、同一距離の被写
体に対しては、合焦状態におけるビデオ信号の高周波成分が最も多くなるという性質を利
用したものである。すなわちこのコントラスト方式は、焦点調節レンズを少しずつ移動さ
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せて撮像したビデオ信号の高周波成分を検出し、この高周波成分が最大になるように焦点
調節レンズの位置を定めるものであり高精度な合焦が可能である。しかし、焦点調節レン
ズを少しずつ移動させて撮像しながらコントラストを検出するため、ピーク（合焦点）を
決定するのに比較的時間を要し、特に焦点調節レンズが合焦位置から遠い位置にある場合
はさらに長時間を要する。
【０００５】
そこで、三角測距方式とコントラスト方式を搭載した自動焦点調節装置（特許文献１、特
許文献２）と、位相差方式とコントラスト方式を搭載した自動焦点調節装置（特許文献３
）が提案されている。
前者の自動焦点調節装置は、先ず三角測距方式で測距して合焦レンズ位置を求めてこの位
置を基準した所定位置に焦点調節レンズを移動させる。その後、合焦位置を基準にして、
コントラスト方式によりコントラストのピークを焦点調節レンズをステップ駆動して検出
する構成である。
後者の自動焦点調節装置は、先ず位相差方式で焦点検出して焦点調節レンズを合焦位置に
移動し、その後この位置を基準にして、コントラスト方式によりコントラストのピークを
焦点調節レンズをステップ駆動して検出する構成である。
【０００６】
しかしこれらの自動焦点調節装置はいずれも、最初の焦点検出処理における検出精度にか
かわらず、検出した合焦位置から一定範囲内においてコントラスト方により焦点調節処理
をさせていた。特に被写体像のコントラストを利用する位相差方式およびコントラスト方
式では、コントラストが高い被写体は検出精度が高く、コントラストが低い被写体は検出
精度が低いことが知られている。そのため従来の自動焦点検出装置では、コントラスト方
式の焦点調整処理では、コントラストが高い被写体に対しては無駄な範囲までサーチして
しまい、コントラストが低い被写体に対してはサーチ範囲が狭すぎて、コントラストのピ
ークがサーチ範囲近傍またはサーチ範囲外になってコントラストのピークを検出できない
おそれがあった。
【０００７】
【特許文献１】
特開平5-210042号公報
【特許文献２】
特開2001-141984号公報
【特許文献３】
特開平7-43605号公報
【０００８】
【発明の目的】
本発明は、上記従来技術に鑑みてなされたもので、パッシブ位相差方式とコントラスト方
式の焦点検出装置を備えたカメラにおいて、コントラスト方式における検出範囲を、パッ
シブ位相差方式で得た結果に基づいて調整する自動焦点調節装置を提供することを目的と
する。
【０００９】
【発明の概要】
　この目的を達成する本発明は、被写体光束を瞳分割して受光し、一対の被写体像の位相
差を検出して合焦状態となる焦点調節レンズ位置をパッシブ合焦レンズ位置とするパッシ
ブ焦点検出手段と、撮影光学系によって形成された被写体像のコントラストがピークとな
る焦点調節レンズ位置を前記焦点調節レンズを移動させながら検出してコントラスト合焦
レンズ位置とするコントラスト焦点検出手段と、前記いずれかの焦点検出手段が検出した
合焦レンズ位置に前記焦点調節レンズを前記レンズ駆動手段を介して移動させる制御手段
とを備え、該制御手段はさらに、前記パッシブ焦点検出手段が検出したパッシブ合焦レン
ズ位置の信頼性に応じて、前記コントラスト焦点検出手段を作動させてコントラストを検
出する前記焦点調節レンズ移動範囲を変更すること、及び前記信頼性は、前記パッシブ焦
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点検出手段が検出した一対の被写体像の相関関数の極小値を挟む傾きであって、前記制御
手段は、前記傾きが所定値よりも大きい場合は前記パッシブ合焦レンズ位置から第１の量
離れた位置に前記焦点調節レンズを移動させ、前記傾きが前記所定値よりも小さい場合は
前記パッシブ合焦レンズ位置から前記第１の量よりも絶対値が小さい第２の量離れた位置
に前記焦点調節レンズを移動させて、前記位置から前記パッシブ合焦レンズ位置方向に前
記焦点調節レンズを移動させながらコントラストを検出することに特徴を有する。
　この構成によれば、コントラスト方式におけるレンズ駆動範囲を、パッシブ位相差方式
よって得た合焦位置の信頼度が高い場合は狭く、信頼度が低い場合は広くなるように調整
しているので、信頼度が高い場合は短時間でコントラストのピークを検出し、信頼度が低
い場合は確実にコントラストのピークを検出することが可能になる。
【００１０】
　別の観点からなる本発明のカメラの自動焦点調節装置では前記信頼性を前記パッシブ焦
点検出手段が検出した一対の被写体像の相関関数の極小値を挟む傾きとし、前記制御手段
は、前記傾きが所定値よりも大きい場合は前記パッシブ合焦レンズ位置から第１の量離れ
た位置に前記焦点調節レンズを移動させ、前記傾きが前記所定値よりも小さい場合は前記
パッシブ合焦レンズ位置から前記第１の量よりも絶対値が小さい第２の量離れた位置に前
記焦点調節レンズを移動させて、前記位置から前記パッシブ合焦レンズ位置方向に前記焦
点調節レンズを移動させながらコントラストを検出することに特徴を有する。
　この発明においても、コントラスト方式におけるレンズ駆動範囲を、パッシブ位相差方
式よって得た合焦位置の信頼度が高い場合は狭く、信頼度が低い場合は広くなるように調
整しているので、信頼度が高い場合は短時間でコントラストのピークを検出し、信頼度が
低い場合は確実にコントラストのピークを検出することが可能になる。
　前記第１の量および第２の量は、前記焦点調節レンズを移動させる位置が前記パッシブ
合焦レンズ位置よりも無限遠側になる値とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照して本発明を説明する。図１は、本発明を適用した実施形態として、レン
ズシャッタ式電子カメラの自動焦点調節装置の回路構成を示している。
この電子カメラは、撮影レンズ１１によって形成された被写体像を受光し、被写体像を電
気的な画像信号に変換する撮像素子としてのＣＣＤ２１と、信号処理手段として、ＣＣＤ
２１が出力した画像信号を処理するＡＦＥ（Analog front end）２２、ＤＳＰ（Digital 
Signal Processor）２３、画像メモリ２４およびＣＰＵ２５を備えている。ＣＰＵ２５に
は、図示しないカメラボディに装着されたレリーズボタンに連動する測光スイッチＳＷＳ
およびレリーズスイッチＳＷＲが接続されている。レリーズボタンが半押しされると測光
スイッチＳＷＳがオンし、レリーズボタンが全押しされると、測光スイッチＳＷＳはオン
状態を維持してレリーズスイッチＳＷＲがオンする。なお、符号ＳＷＭは電源スイッチで
あって、電源スイッチＳＷＭがオンするとＣＰＵ２５が起動して、自動焦点処理、撮像処
理等、カメラ動作可能な状態になる。
【００１２】
撮影レンズ１１は、焦点調節レンズ１２およびレンズシャッタユニット１３を備えている
。焦点調節レンズ１２は光軸に沿って移動自在に形成され、ＣＰＵ２５により焦点調節レ
ンズ用アクチュエータ２６を介して移動制御される。レンズシャッタユニット１３はシャ
ッタおよび絞りを兼用していて、ＣＰＵ２５により、レンズシャッタ用アクチュエータ２
７を介してシャッタおよび絞り駆動制御される。
【００１３】
ＣＣＤ２１が出力した画像信号は、ＡＦＥ２２で増幅され、サンプリングおよびホールド
処理され、Ａ／Ｄ変換器によって画素単位でデジタル画像信号に変換されて、ＤＳＰ２３
に出力される。ＤＳＰ２３は、入力したデジタル画像信号に、ホワイトバランス調整、ブ
ランキング、クランプ、ガンマ補正などの信号処理を施し、処理後のデジタル画像信号を
画像メモリ２４に書き込む。なお、通常、この画像メモリ２４はキャッシュメモリであり
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、さらに画像メモリとして図示しない不揮発性メモリカードが着脱可能に形成されている
。
【００１４】
ＤＳＰ２３は、図示しないが、ハイパスフィルタ、両波検波回路および積分回路として機
能するデジタルフィルタを内蔵している。デジタルフィルタは、入力したデジタル画像信
号の高周波成分を抽出する。そして、この高周波成分の信号の正及び負の成分を同一方向
に揃えて検波し、積分する。この積分した検波信号をコントラストデータとしてＣＰＵ２
５に出力する。
【００１５】
ＣＰＵ２５は、焦点調節レンズ１２をステップ駆動しながらコントラストデータを入力し
、コントラストのピークをサーチする。そうして、ピークが得られた焦点調節レンズ１２
の位置をコントラスト合焦レンズ位置と決定して、そのレンズ位置に焦点調節レンズ１２
を移動させる。このコントラスト方式による焦点調節レンズ１２の移動軌跡を、図６（Ａ
）、（Ｂ）に示した。この場合、撮影レンズ１１、ＣＣＤ２１、ＡＦＥ２２、ＤＳＰ２３
、ＣＰＵ２５、焦点調節レンズ用アクチュエータ２６および焦点調節レンズ１２がコント
ラスト検出手段を構成し、機能している。
【００１６】
さらにこの電子カメラは、他の焦点検出手段、パッシブ焦点検出手段として、パッシブ焦
点検出装置３１を備えている。このパッシブ焦点検出装置３１は公知の位相差方式のＡＦ
モジュールであって、詳細は図示しないが、結像レンズ（パンフォーカス）、セパレータ
レンズおよびラインセンサを備えて、結像レンズを透過し、セパレータレンズで瞳分割さ
れた一対の被写体光束が一対の被写体像を、ラインセンサの基準領域および参照領域上に
形成する。ラインセンサは、一対の被写体像を電気的な画像信号に変換してＣＰＵ２５に
出力する。
ＣＰＵ２５は、一対の被写体像の画像信号の差分の絶対値を、画素をずらしながら所定回
実行して相関値を求め、この相関値から一対の被写体像の位相差（間隔）を求める。そう
してその位相差から被写体までの距離を演算し、さらにその距離の被写体に合焦する焦点
調節レンズ１２の位置を演算する。そうして、その位置に焦点調節レンズ１２を、焦点調
節レンズ用アクチュエータ２６を介して移動させる。
【００１７】
図２から図４には、位相差検出方式においてラインセンサの基準領域および参照領域から
得られる画像信号およびその信号から得られる相関値等の状態を示した。図２には、コン
トラストが大きい被写体に対する基準領域と参照領域の画像信号をグラフで（Ａ）に、相
関値を棒グラフで（Ｂ）に示した。図３にはコントラストが小さい被写体に対する基準領
域と参照領域の画像信号をグラフで（Ａ）に、相関値を棒グラフで（Ｂ）に示した。さら
に図４には、（Ａ）にコントラストが大きい被写体に対する相関値の傾きを、（Ｂ）にコ
ントラストが小さい被写体に対する相関値の傾きをそれぞれ折れ線グラフで示した。
【００１８】
相関値を示すグラフにおいて、合焦位置は谷の最も深い位置である。また、その合焦位置
の信頼度は、極小値が小さい（谷底が低い）ほど、谷を形成する両側の傾斜が大きいほど
高いことが知られている。ここで、コントラストが大きい被写体の相関値を示す折れ線グ
ラフにおいて、谷底を挟む一方の傾きをａ、他方の傾きをｂとし、コントラストが小さい
被写体の相関値を示す折れ線グラフにおいて、一方の傾きをａ′、他方の傾きをｂ′とす
る。これらの傾きａ、ｂ、ａ′、ｂ′は、絶対値が大きいほど傾斜が急であることを示し
ている。
【００１９】
従来、パッシブ位相差検出において、信頼度が高い場合は信頼度が低い場合に比して、求
めた合焦位置と真の合焦位置との誤差が小さいことが知られている。また、コントラスト
検出方法によれば、被写体のコントラストが多少低くても、位相差検出方式に比して正確
な合焦位置を検出できる。
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【００２０】
図５（Ａ）、（Ｂ）、図６（Ａ）、（Ｂ）に、コントラスト検出方式におけるレンズ位置
とコントラストとの関係を線グラフで示し、パッシブＡＦによって得たパッシブ合焦レン
ズ位置（パッシブＡＦによる合焦位置）を白抜き丸で示し、コントラストＡＦによって得
たコントラスト合焦レンズ位置（コントラストＡＦによる合焦位置）を黒丸で示した。通
常、正確な合焦位置においてコントラストが最も高くなるので、コントラスト合焦レンズ
位置の方が精度が高く、パッシブ合焦レンズ位置は正確な合焦位置から少しずれている。
さらにこれらの図は、パッシブ位相差検出方式では、コントラストが大きい被写体に対し
ては精度が高く、コントラストが低くなるほど精度が落ちる、つまりパッシブＡＦ合焦レ
ンズ位置が真の合焦レンズ位置からずれる量が大きくなることを示している。
【００２１】
そこで本実施形態では、まずパッシブＡＦ処理を実行して、パッシブＡＦ合焦レンズ位置
とその信頼性を求める。そうして、信頼性が高い場合は、パッシブＡＦ合焦レンズ位置か
ら第１の量αだけ無限遠側の位置をコントラストＡＦ開始位置として設定し、信頼性が低
い場合はパッシブＡＦ合焦レンズ位置から第２の量βだけ無限遠側の位置をコントラスト
ＡＦ開始位置として設定している。ここで、｜α｜＜｜β｜である。
そして、各コントラストＡＦ開始位置からパッシブＡＦ合焦位置方向に焦点調節レンズ１
２をステップ移動しながらコントラストの検出を開始する。
【００２２】
この電子カメラのパッシブ測距による焦点調節動作およびコントラスト検出による焦点調
節動作について、さらに図７～図９を参照して説明する。図７は電源スイッチＳＷＭがＯ
Ｎしたときに入るメイン処理に関するフローチャートである。この実施例は、測光スイッ
チＳＷＳがオンした後、合焦制御処理が終了すると、測光スイッチＳＷＳがオンしている
間はその合焦状態を維持するいわゆるＡＦロックモードである。またこのフローチャート
には、本発明の要旨に関する処理のみ記載してある。
【００２３】
電源スイッチＳＷＭがオンすると、先ずハードおよびソフトについて初期化処理をし（Ｓ
１１）、電源スイッチＳＷＭがオンしていることを条件に、測光スイッチＳＷＳのチェッ
ク処理以下のループ処理を繰り返す（Ｓ１３；ＹＥＳ、Ｓ１５～Ｓ２１、Ｓ１３）。電源
スイッチＳＷＭがオフしたときは、電源オフ処理を実行して処理を終了する（Ｓ１３；Ｎ
Ｏ、Ｓ２３）。
【００２４】
電源スイッチＳＷＭがオンしている間は、以下のループ処理を繰り返す。先ず、測光スイ
ッチＳＷＳの状態をチェックしてオフからオンに変化するのを待つ（Ｓ１５）。測光スイ
ッチＳＷＳがオフからオンすると（Ｓ１５；ＹＥＳ）、合焦制御処理を実行して焦点調節
レンズ１２を合焦位置まで移動させ（Ｓ１７）。レリーズスイッチＳＷＲがオンしたかど
うかをチェックする（Ｓ１９）。レリーズスイッチＳＷＲがオンしていれば撮像処理を実
行してＳ１３に戻り（Ｓ１９；ＹＥＳ、Ｓ２１、Ｓ１３）、レリーズスイッチＳＷＲがオ
ンしていなければそのままＳ１３に戻る（Ｓ１９；ＮＯ、Ｓ１３）。
測光スイッチＳＷＳがオフからオンしていない場合は、合焦制御処理をスキップしてレリ
ーズスイッチＳＷＲのチェック処理に飛ぶ（Ｓ１５；ＮＯ、Ｓ１９）。
【００２５】
次に、レリーズボタンが半押しされて測光スイッチＳＷＳがオフからオンになったときに
Ｓ１７で実行される合焦制御処理について、さらに図８に示したフローチャートを参照し
て説明する。
【００２６】
このフローに入ると、まずパッシブＡＦ処理を実行する（Ｓ３１）。パッシブＡＦ処理で
は、パッシブ測距装置３１を作動させて、一対の被写体像の画像信号を入力する。そうし
て、相関値を求め、位相差を求めてパッシブＡＦ合焦レンズ位置を求める。相関値を求め
る際に信頼性も求める。本実施形態の信頼性は、谷を挟む相関線の傾きの和である。
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次に、パッシブ測距結果に信頼性があるかどうかをチェックする（Ｓ３３）。ここで信頼
性とは、相関線の傾きである。この傾きが所定値以上の場合は信頼性有り、と判定し、所
定値未満の場合は信頼性無し、と判定する。
Ｓ３３で信頼性有り、と判定されたときは、レンズ繰出し量を、パッシブＡＦ合焦レンズ
位置から第１の量αだけ無限遠側に設定した位置をコントラストＡＦ開始位置に設定して
そのコントラストＡＦ開始位置に焦点調節レンズ１２を移動させる（Ｓ３３；ＹＥＳ、Ｓ
３５）。
Ｓ３３で信頼性無し、と判定されたときは、レンズ繰出し量を、パッシブＡＦ合焦レンズ
位置から第２の量βだけ無限遠側に設定した位置をコントラストＡＦ開始位置に設定して
そのコントラストＡＦ開始位置に焦点調節レンズ１２を移動させる（Ｓ３３；ＮＯ、Ｓ３
７）。
【００２７】
そうして、コントラストＡＦ開始位置から焦点調節レンズ１２を移動させながら、コント
ラストＡＦ処理を実行し、コントラストＡＦ合焦レンズ位置に焦点調節レンズ１２を移動
さてリターンする（Ｓ３９、ＲＥＴＵＲＮ）。
【００２８】
Ｓ３９で実行するコントラストＡＦ処理について、図９に示したフローチャートを参照し
てさらに詳細に説明する。
この処理に入ると、先ず、ＣＣＤ２１を駆動して撮像し、ＤＳＰ２３からコントラストデ
ータを入力するとともに、焦点調節レンズ１２の位置を記憶する。
【００２９】
次に、コントラスト量が最大であるかどうかをチェックする（Ｓ５３）。コントラスト量
が最大でない場合は焦点調節レンズ１２を１ステップ分移動させてＳ５１に戻る（Ｓ５３
；ＮＯ、Ｓ５５、Ｓ５１）。以上のＳ５１～５５のループ処理を、コントラスト量が最大
になるまで、つまりコントラストのピークが得られるまで繰り返す。
【００３０】
最大のコントラスト量が得られたことを検知したときは、最大のコントラスト量（コント
ラストのピーク）が得られたレンズ位置に焦点調節レンズ１２を移動させてレンズ駆動を
停止し、リターンする（Ｓ５３；ＹＥＳ、Ｓ５７、ＲＥＴＵＲＮ）。
【００３１】
以上のように本実施形態によれば、コントラストＡＦ処理におけるコントラストＡＦ開始
位置を、パッシブＡＦ処理で得た相関値の信頼性が高い場合にはパッシブＡＦ合焦レンズ
位置近傍から開始し、同信頼性が低い場合にはパッシブＡＦ合焦レンズ位置から離反した
位置から開始するので、信頼性が高い場合はより短時間でパッシブＡＦ処理が終了し、信
頼性が低い場合は多少時間を要するとも広いレンズ移動範囲でコントラストを検出するの
で、確実に合焦位置を検出することが可能になる。
【００３２】
なお、図示実施形態ではコントラストＡＦ処理における信頼性を有り無しの二条件で分け
たが、さらに複数の条件を設定して段階的にコントラストＡＦ開始位置を変更してもよく
、信頼性に応じて連続的にコントラストＡＦ開始位置を変化させてもよい。また、コント
ラストＡＦ開始位置は、パッシブＡＦ合焦位置よりも至近側に設定し、至近側からコント
ラストＡＦ合焦位置方向にレンズ駆動する構成としてもよい。
【００３３】
【発明の効果】
以上の通り本発明によれば、パッシブ位相差方式よって得た合焦位置の信頼度に応じてコ
ントラスト方式におけるレンズ駆動範囲を、信頼度が高いほど狭くなるように調整してい
るので、信頼度が高い場合は短時間でコントラストのピークを検出し、信頼度が低い場合
は確実にコントラストのピークを検出することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態であるレンズシャッタ式電子カメラの自動焦点調節装置の回路
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【図２】同電子カメラのパッシブ位相差検出において、コントラストが大きい被写体に対
する基準領域と参照領域の画像信号をグラフで（Ａ）に、相関値を棒グラフで（Ｂ）に示
した図である。
【図３】同電子カメラのパッシブ位相差検出において、コントラストが小さい被写体に対
する基準領域と参照領域の画像信号をグラフで（Ａ）に、相関値を棒グラフで（Ｂ）に示
した図である。
【図４】同電子カメラのパッシブ位相差検出方式において、コントラストが大きい被写体
に対する相関値を（Ａ）に、コントラストが小さい被写体に対する相関値を（Ｂ）に示し
た図である。
【図５】同電子カメラにおいてパッシブ位相差方式で得た合焦位置と、コントラスト方式
で得たコントラストおよび合焦位置との関係を、コントラストが高い場合を（Ａ）に、コ
ントラストが低い場合を（Ｂ）にグラフ化して示した図である。
【図６】同電子カメラにおいて、パッシブ位相差方式による合焦位置と、コントラスト方
式によるレンズ移動軌跡および合焦位置との関係をグラフで示した図である。
【図７】同電子カメラのメイン処理の要部をフローチャートで示す図である。
【図８】同メイン処理における合焦制御処理をフローチャートで示す図である。
【図９】同合焦制御処理におけるコントラストＡＦ処理をフローチャートで示す図である
。
【符号の説明】
１１　撮影レンズ
１２　焦点調節レンズ
１３　レンズシャッタユニット
２１　ＣＣＤ
２２　ＡＦＥ
２３　ＤＳＰ
２４　画像メモリ
２５　ＣＰＵ
２６　焦点調節レンズ用アクチュエータ
２７　レンズシャッタ用アクチュエータ
３１　パッシブ焦点検出装置
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【図８】



(10) JP 4324402 B2 2009.9.2

【図９】



(11) JP 4324402 B2 2009.9.2

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－１３１６２２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００３－００５０１９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－１９１６７４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－３２８２９６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－１０９６９０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02B   7/28
              G02B   7/34
              G02B   7/36
              G03B  13/36
              H04N   5/232


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

